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5月 7日 、東京都連の学習会「日本の団 らヽ考

える軍事同盟と戦争放棄ニウク:″何導矯午と日本の

大軍拡磋灌靖事の危険山 明治大学 山田朗ηが

ありました 抜牌して紹介します。

〔I〕日本近代史における軍事同盟と軍拡の教訓

日本の近代史のなかで、戦時以外で国家予算←

般会諦の40%以上が軍事費に投入された軍備拡

張期は3回ある。

① 日清・日露戦間(1896年～1900輸

イギリスヘの接近、1902年 日英同乳 軍事費の大

半はイギリス鮨 。戦費の4割1彰粥幕英・

力で 1950年台にやつと返し終えた。

仮想敵 :ロ シア (イ ギリスとともに)

② 第1次世界大戦前(1919年～1922年 )

日英同盟末期。日本は「ノい 人艦隊 (戦艦 8

隻、巡洋艦8隻建D」 計画が、ワシントン海

軍軍縮会議で米 :英 :日 =5:5:3となり、財

政破綻は免れたが、アメリカヘの不満が増大し

た。仮想敵 :アメリカ

③ 第2次世界大戦前(1934年～1987年 )

ドィッヘの接近、日独防共協息 日独伊三国同

盟。日本は 1936年の軍縮会議脱退以前から海

軍力・航空戦力の拡張、大陸への膨張峨

仮想敵 :アメリカ・ソ連 l■イギリス・フラン

ス・中国)

*3時期ともに軍事大国への接近や軍事同盟が背

〔II〕軍拡から始まる危険なこと

O台湾有事論の危険性
「台湾有事論」は、ほぼアメリ

カの環係確窮3・シンクタンクが

想定したもの。夕蹴蕩攘策 を捨

象しているため、日本にとつて

は貿易額の 1/4(中国進出企業

12,0004■lを占める中国が賃)という無謀さである。

台湾有事二日本有事は安倍晋三元首相の主仇

○大軍拡の危険性(量的拡大が質的転擬 促す)

豚タンド・オフ%の 長いミサイノL/1防衛能

力」は瑕 能力」へと1郵ヒしうるし、兵器の性

能が上がれば危険な新戦略が台頭してくる。

米中対立の最前線で、背中を押されている日本は

集団的自衛権のもと、在日米軍基地0日 本近海の米

軍艦艇への「攻撃」が引き金となり、敵基地攻撃すれ

ば、全面戦争になる。日本はアメリカの盾・先鋒で戦

うのではなく、米中を仲介する存在であるべきだ。

おわりに一軍拡・改憲の潮流をいかに押し返すか

① 9条を支えてきた平和主義の土台である戦争の

記憶勒口害と被害)の継承をすること。

② 市民が軍事を監視し、コントロールする力を強め

ていくために、戦争の歴史、戦争の実態、日本軍

拡の実態を多くの市民が知ることが必要

③ 隣国との付き合い方に知恵をしばり、憲法の原

点に立った平和外交を展開するとともに、構造的

な暴力幌 ・差別・貧困)勧翠消する取明ルタに

よって平和を創造する。

隣国との付き合い方で 「中国との付き合い方創出

に歴史的な知恵を動員する」と書かれていたので、

具体策を質問したところ、
「日本と中国は長年にわたる付き0ハがある。中国

を専門的に研究する人を増やし、中国を知り、互い

に理解を深め、中国とのつながりを持つこと。勝海舟

は日7静渋制時、中国とはバランスをもつて付き合うベ

きで、戦争はだめと言っている。それが大事だ」と。

日中友好協会の活動そのものではないか。(中道

景にあり、仮想敵国を想定して急激に軍備を拡侃

現在と同じ(日 米軍事同盟、仮想敵 :中国・北朝鯖 。

戦前軍事同盟・軍拡の教訓

① 軍事同盟下の急激な軍拡の結末は、戦争か財

政破綻である。

② 同盟相手である軍事大国の戦略に利用される

か、振り回される。

③ 「脱亜入欧」思想(アジアを対象とした膨張戦

略之軍事同盟路線 →戦前・戦後は基本的に

同じだが、結果が大きく異なるのは、戦後は

日本が「戦争放棄」を国是としてきたから。

[Ⅱ ]戦後における日本の改憲と護憲の相克 一省略一
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731部隊では、前回の「標柏 に書いたように、 1 6日 には、土佐清水のジョン・万次郎の生家を訪ね
夕 の人口 制 した時の臓器や、破傷風に冒され |たり、宗国節の工場の見学をして、高知の漁村の文

iⅢIII申Ⅲl:■|■
6日 には、土佐清水のジョン・万次郎の生家を訪ね

たり、宗国節の工場の見学をして、高知の漁村の文

化を学びました。その午後には、長年、高知漁船のビ

キニ被災調査や、津賀ダムの工事に朝鮮からの強制

連行があつたことを調べ、韓国との交晰お図つて来て
いる幡多ゼミナールのOBの方々のお話を聞きまし

た

その夕方には、高知市に藤 て特別交流会があ

り、幡多ゼミのOBの方や、広島で脚 被災・被爆
を伝える若い方々の報告、又、マーシャレ諸島から

来られ、熱心に非核運動に取り組んでいる被爆2世
のエヴェレンさんのお話をうかがいました。
7日 の最終日には、ジャーナリスト、学者、詩人、高

知の方々が、核被災の拡がり、核。原発の脅威につ

いて、いろいろな発言がありました。
1954年に、ビキニ環礁での水爆実験により、日本

の被ば 船は延べ 1000隻ありましたが、第5福竜丸
だけがクローズアップされ、補償されましたが、その

他の船の船員にl■fprtぁりませんでした。その後、被
ぱく船員たちは、病に冒され、苦しみ、生活も大変だ
ったことがよくわかります。
そのことに気付き、休日を使つて、靡 らヽ室戸ま

で行き、いろいろと調査をされ、実記されたのが、幡

多ゼミナールの方々でした。その精力的な活動が、
今の高知のビキニ被災国家賠償請求裁判につなが
つてし%と実感します。

中国 、イギリ     5_7高 知県凡翅断‐ル

ス、フランス、インド、ノくキスタン、J蜃現鮮くイスラエル

の核実験で被災した人々、原発事故伝リーマイル、
チョルノービリ、福島第1原発、その他)マ効ひとした

人々、ウラン鉱山に関係する被ばく等、核被災してい

る人は、全世界で大変な数に島 と思いまし,色

中 も、人間を割 、地球の環境をこれか

らも維持し
‐
Gヽくに,ま、核兵器や原発のない世界へ、

私たちは、進むべきだと強く思います。戦争が起らな
いような任鷺

`蛯
計年り、核兵器をなくし、原発ではな

く、自然のエネルギーを侵って、発電する方法が何と

か普及できないのかと強く思いました。
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紹蝉は王允が最近国の事を気に病み、浮かない顔をしているのを

]撃]會ドI考よ[]増懲1lfT]

そのジレンマとは、私の身体から出て<る数々
の言動を、「TAの自卜が許さなわ た」のです。両
親は神道ですが、私はキリスト者です。とぃうの
も、中学生の風 偶然な牧師の方との出会いがあ
り、それから

~■
lこ色々なことを教えて貰いまし

た。

中でも、「人はみな平等である」ということ
が、私を気付かせて<れたのです。人間を民族で
差別したり、排斥したり、暴力してはなりません。
これを踏まえれば、ヒトラー政権の行ったユダヤ
人虐殺は全<おかしぃものであると簡鯛こ解る
筈でした。しかし私は気付けなわ たのです.3
でも後lleています。ただ、こうぃぅ人は私だけ
では無いように思えます。

今、先進国と言われる日本で、差別が起こって
います。現在も朝鮮人を悔蔑する日本人が少な
<な<、 更には一部の右翼団体などから攻撃され
る危険に日々さらされています。

また朝鮮学校は未だ一条較として認められ
ず、苦しい学校運営を強いられています。
なぜ民族差別が正当化されて良いのですか。
私は、私達は、この現実から目を背|すてはなり
ません。黙ることは認めること、黙認すること
です。声を上げるのです。私のすべきこと1諭
や明自でした。

私達は人間ですが、彼等もまた人間であるこ
と。1可人も差別されて良い者は無いこと。
皆で手を繋いで共に歩む
道が、何よりも素脇 しぃ
未来を望む唯■の道であ
ること。より多<の人に気
付いて貰い、より多<の人
に平和を望ん c員うため
に、私はここにいます。

斯くして、私は日朝協会
の一員となったのです.

け れ た の 話 ②  較 躊

んは、時 12月回 転 聯 俎 孜 部こ姶 しました。
二人の承認を得て日朝協会八王子支部通信か戦 せてぃただきます。



螂 用意んの
隋 嚇 讐亀鑢④

♪戦争反対 : 軍拡反対 !

♪軍拡|ま戦争の準備
だから危険が増すんだよ

統合防空ミサイル防衛

狙うは対中錮 網

集ぬこしヽ lAMD
米軍と自衛隊が一体化

あらゆる情報共有じ

切れ目のない融合化

腕を組んで 声をあげて

ストップ : ストップ !

署名を広げよう
ソレ 軍拡反対 : 戦争反対 :

『
―

。歳は褥震彎のW中千」
～『奮爾六十塵沐の

「

…苧』～

♪大軍拡 キシダの狙しヽ

憲灘 条投朧 てて

敵基地攻撃能力保有

専守防衛覆す

醸ふし` IAMD
アメリカ戦争始めれば

日本の先制攻勁

報復呼び込み焼〔ナ野原

腕を組んで 声をあげて

ストップ!ストップ

署名を広げよう

ソレ 軍拡反対 1 戦争反対 !

♪大軍拡もたらすものは

暮らしを壊す大増税

肖1られる社会保障が

教育、福祉に大ナタが

さらには 消費増税
しヽのちと暮らしが壊される

戦争の道をくいとめよう
みんなで暮らしを守りぬこう

腕を組んで 声をあげて

ストップ!ストップ:

署名を広げよう
ソレ 軍拡反対 ! 増税反対 :

第 95回

■||■● I11八亜予アクシ園絣

2纏0年 6月 18園 嗜3:∞～ 」Rノ 王ヽ子駅北圏

日鈴木エイト氏講演会 6月 18日 14時 30分～16時

「このままでしヽいの?統一教会と政治家の癒着」

クリエイトホール5Fホール 資料代有

≪圏中友好協会八王子菫都 圏糧 ≫

6月 25日 (日 )10:00～ ノヽ王子支部理事会 (ア ミダステーション)

13:30～ 1,剛「天会「こころとカラダの元気を作る中医学入門」

7月 23日 (日 )10:OCl～ 八王子支部理事会 (ア ミダステーション)

13:30～ 日朝協会東京都連会長 口宮川泰彦氏

「関東大震災朝鮮人 "中国人虐殺からlCXl鋪

8月 27日 (日 )13:CXl～  日中友好協会八王子支部総会

記念講演 日中友好協会・末浪靖司さん「日中米関係の鋼白

八王子支部ホームページ

httl_ts://ni ttvuvi』 kollachillil.web.‐『G2.G割祠/

闘      n劇 動爆野曼100年
講師 ;国朝協会 口宮りII泰彦さん

2023年 7月 23日 13i30～

ア民ダステーション2階
資料代 :500円

問合せ先

日中友好協会 中道 :04266キ 5980,

日朝協会 島岡 :042-62幹8934

1 日中友好新聞は、東北アジアの平和に役立つ確力ヽな情報と中国の文化 口歴史の豊かな情報を持つ、

十月2回発行のタフ
ヾ
ロイド判8Pの新瀾で九 嫌 “反中報道が離れる中、公正 。中立な報道をしています。

|ぜひご購読下さし、         lヶ 月550円 鰹料込莉 購読Fい込 042謝5-8411:イ釧語
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核兵器禁止条約に

日本も参農0しよう !

軍拡より

政められなしヽ

敵基地攻撃

(反撃能力)は

戦争をしか 1す ること !

癬法変えるの

望んでなしヽ [

軍事費2倍は

くらしを壊す l

凛鑽諄ビ撥シゞ曇

為蝿

1響鑢置:鐘藩I翻きれ― ‐

動神 鱚 国剛聰ず 慢

うな鮨 職 します.‐‐


